
日
本
共
産
党
市
議
団
は

３
月

日
、
榎
本
政
規
鶴

23

岡
市
長
に
「
三
川
町
と
の

廃
棄
物
処
理
を
巡
る
問
題

つ
い
て
の
質
問
と
申
し
入

れ
」
を
行
い
ま
し
た
。

申
し
入
れ
の
内
容
は
、

本
紙
前
号
で
掲
載
し
た
党

市
議
団
の
見
解
を
踏
ま
え

た
も
の
で
す
。

１
つ
は
、
昨
年
６
月
議

会
で
の
市
長
答
弁
が
、
事

務
レ
ベ
ル
で
の
三
川
町
と

の
協
議
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

た
見
解
と
責
任
。

２
つ
は
、
昨
年
４
月
６

日
の
三
川
町
か

ら
の
ご
み
処
理

委
託
の
依
頼
書

は
、
最
終
処
分

場
の
検
討
に
着

手
す
る
た
め
市

側
が
要
請
し
た

も
の
で
、
そ
の

後
、
こ
の
依
頼

に
対
す
る
拒
否

回
答
が
鶴
岡
市

長
名
で

月

日
に
出
さ

12

22

れ
、
市
の
方
針
が
大
き
く

転
換
し
た
経
過
の
説
明
。

３
つ
は
、「
地
域
計
画
」

の
変
更
が
１
１
２
億
円
か

ら
２
０
１
億
円
に
倍
近
く

に
な
る
事
業
を
、
担
当
課

だ
け
の
決
済
で
提
出
で
き

る
も
の
な
の
か
。

４
つ
は
、
委
託
に
係
わ

る
費
用
の
積
算
に
つ
い
て

５
つ
は
、
こ
の
間
の
一

連
の
問
題
で
自
治
体
の

「
品
性
」
が
問
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
早
期

に
関
係
改
善
を
図
る
こ

と
。

の
５
点
で
す
。

申
し
入
れ
に
は
マ
ス
コ

ミ
も
同
行
し
、
榎
本
市
長

は
「
早
期
の
関
係
改
善
」

に
つ
い
て
、
「
信
用
で
き

な
い
相
手
と
は
テ
ー
ブ
ル

に
着
か
な
い
」
と
発
言
し

た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
波
紋

を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
、
３
月
末

ま
で
に
文
書
で
回
答
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
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十
嵐
庄
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野

村
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菅
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一

浩

尾

形

昌

彦

五
十
嵐
一
彦

佐

藤

博

幸

佐

藤

久

樹

小
野
寺
佳
克

本

間

信

一

本
間
新
兵
衛

齋

藤
　

久

渋

谷

耕

一

今

野

良

和

神

尾
　

幸

上
野
多
一
郎

佐

藤

文

一

国保税の増税や下水道使用料など市

民負担増となる平成28年度予算(一般
会計、国保、後期医療、介護保険、水

道、下水道の各予算)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議● ● ● ○ ○

国保税を１人当たり平均２万１１

５４円（19・38％）増税
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ○ ○

長

ＴＰＰ批准反対の請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

「読書のまち鶴岡」宣言の制定に関す

る請願
○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○● ● ● 棄 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

体育館など学校施設の使用料を徴収 ● ● ● ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市職員の人事評価制度の導入 ● ● ● ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

榎本政規市長に申し入れ書を手渡す
加藤太一共産党市議団長（左）

会
は
３
月
２
日
か
ら

日
24

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
平
成

年
度
予
算
の

28

う
ち
一
般
会
計
と
国
保
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護

保
険
の
３
特
別
会
計
、
水

道
・
下
水
道
事
業
の
２
企

業
会
計
に
反
対
し
ま
し

た
。条

例
で
は
、
国
保
税
を

現
行
よ
り
１
人
当
た
り
平

均
２
万
１
１
５
４
円
（
19

・

％
）
引
き
上
げ
る
条

38
例
改
正
、
市
職
員
の
人
事

鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

評
価
制
度
の
導
入
に
関
す

る
条
例
、
学
校
体
育
館
な

ど
学
校
施
設
の
使
用
料
を

徴
収
す
る
条
例
改
正
に
反

対
し
ま
し
た
（
要
旨
は
次

号
）。請

願
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批

准
反
対
の
請
願
と
「
読
書

の
ま
ち
鶴
岡
」
宣
言
の
制

定
に
関
す
る
請
願
に
賛
成

し
ま
し
た
が
、
反
対
多
数

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た

（
詳
細
は
次
号
）。

共
産
党
市
議
団
は
、
三

川
町
と
の
ご
み
問
題
な
ど

榎
本
市
長
の
責
任
を
追
求

し
、
公
正
で
民
主
的
な
市

政
を
取
り
戻
す
た
め
に
奮

闘
し
ま
し
た
。

安保法（戦争法）が施行された３月２９日の

昼、鶴岡市役所前で約７０人の市民が抗議
行動を行いました。日本共産党の県議・市議
団も参加しました。



問

鶴
岡
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
は
、
設
立
当
初
（
２
０

１
３
年
４
月
）

人
を
雇

33

用
し
研
修
を
行
っ
て
い
た

が
、
当
初
か
ら
研
修
目
的

が
曖
昧
、
同
じ
立
場
の
実

習
生
か
ら
講
師
派
遣
が
さ

れ
る
な
ど
当
初
の
設
立
目

的
と
は
違
う
と
い
う
声
が

開
設
後
ほ
ど
な
く
聞
か
れ

た
。研

修
の
目
的
で
別
事
業

所
で
派
遣
労
働
を
さ
せ
な

が
ら
、
レ
ポ
ー
ト
は
研
修

を
し
た
と
書
く
よ
う
に
指

示
さ
れ
る
な
ど
違
法
行
為

が
あ
っ
た
。

補
助
金
終
了
の
２
０
１

４
年
７
月
に
は
事
業
所
閉

鎖
と
な
っ
た
。

鶴
岡
市
と
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ

パ
ン
は
、
２
０
１
３
年
３

月

日
に
小
島
社
長
と
榎

21
本
市
長
が
市
役
所
で
記
者

会
見
を
行
い
、
４
月
か
ら

子
会
社
で
あ
る
鶴
岡
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
人
材

育
成
事
業
を
行
い
事

業
開
始
ま
で
に
は
50

人
規
模
の
雇
用
を
見

込
む
と
し
て
始
ま
っ

た
。市

は
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ

パ
ン
と
折
衝
し
子
会

社
で
あ
る
鶴
岡
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
積
極

的
に
誘
致
し
た
。

そ
の
事
に
対
す
る

信
頼
感
も
あ
り
、
社

員
と
し
て
応
募
さ
れ
た
人

も
多
い
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な

っ
た
市
の
見
解
を
聞
く
。

当
時
の
、
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ

パ
ン
の
経
営
の
実
態
等
を

キ
チ
ン
と
調
査
し
て
い
れ

ば
こ
の
よ
う
な
事
態
は
防

げ
た
の
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
部
長

当
時
、

企
業
立
地
が
進
ま
な
い

中
、
成
長
分
野
の
新
し
い

企
業
立
地
と
し
て
期
待
し

た
。市

か
ら
の
委
託
終
了
後

に
給
与
遅
配
、
事
業
所
閉

鎖
問
題
が
出
た
。

各
地
で
補
助
事
業
と
し

て
不
適
切
な
点
も
疑
わ

れ
、
従
業
員
か
ら
の
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
。

平
成

年
７
月
に
、
Ｄ

26

Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
本
社
を
訪

れ
、
賃
金
の
支
払
い
、
事

業
の
継
続
を
申
し
入
れ
た

が
応
え
る
こ
と
な
く
閉
鎖

さ
れ
、
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

は
業
務
を
停
止
し
た
。

誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
従

業
員
の
賃
金
未
払
い
の
解

消
、
再
就
職
に
向
け
出
来

る
限
り
対
応
し
た
。

事
前
調
査
が
不
十
分
と

の
指
摘
で
あ
る
が
、
事
前

に
経
営
状
況
の
内
情
を
知

る
に
は
限
界
が
あ
り
、
今

後
は
信
用
調
査
会
社
等
の

利
用
を
し
て
い
き
た
い
。

平
成

年
８
月
に
厚
労

26

省
か
ら
補
助
金
返
還
額
確

定
の
た
め
の
調
査
の
指
示

が
出
さ
れ
た
が
、
既
に
会

社
が
事
実
上
倒
産
し
て
い

る
こ
と
か
ら
本
社
へ
出
向

い
て
の
調
査
は
行
っ
て
い

な
い
。

市
で
は
、
関
係
書
類
の

閲
覧
や
元
従
業
員
か
ら
の

聞
き
取
り
調
査
で
不
適
正

と
さ
れ
る
金
額
を
県
に
報

告
し
た
。

市
は
、
交
付
さ
れ
た
１

億
３
千
万
円
の
う
ち
１
１

７
９
万
円
を
返
還
す
る
こ

と
に
な
る
。

明
ら
か
に
鶴
岡
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
・
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ

パ
ン
に
求
償
す
る
も
の
だ

が
、
困
難
で
あ
る
。

３
月
８
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問

で
、
日
本
共
産
党
の
加
藤
太
一
議
員
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ

パ
ン
・
鶴
岡
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
問
題
に
つ
い
て
、
市
当

局
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
に
調
査
・
要
請
行
っ
た
か

戦
争
法
、「
七
十
五
日
」ど
こ
ろ
か
！

利
し
、
戦
争
法
廃
止
、
立
憲
主
義
・
平

和
主
義
・
民
主
主
義
を
回
復
し
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
他
の
多
く
の
発
言
者

か
ら
も
そ
の
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

▽
参
院
山
形
選
挙
区
で
は
、
民
進
党
・

社
民
党
・
船
山
や
す
え
氏
と
の
間
で
、

戦
争
法
廃
止
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
等
で
一
致

を
確
認
、
選
挙
協
力
の
合
意
は
近
い
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
衆
院
選
で
は
、
民

進
党
中
央
の
態
度
が
問
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
県
内
で
は
他
党
幹
部
も
「
協
力
を
」

と
公
言
し
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
１
０
０

日
余
り
の
戦
い
が
平
和
を
守
り
、
日
本

の
政
治
、
山
形
の
政
治
の
新
し
い
扉
を

開
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
３
月

日
午
前
０
時
、
戦
争
法
が
施

29

行
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
が
他
国
と
「
殺

し
殺
さ
れ
る
」
危
険
な
領
域
に
踏
み
込

ん
だ
こ
と
を
意
味
し
ま
す
が
、
し
か
し

政
府
は
自
衛
隊
に
、
日
本
領
域
外
で
の

戦
闘
の
任
務
を
指
示
で
き
て
は
い
ま
せ

ん
。
▽
９
月

日
の
法
強
行
時
、
自
民

19

党
議
員
は
「
人
の
噂
も

日
、
国
民
は

75

正
月
の
餅
を
食
っ
た
ら
忘
れ
る
」
な
ど

と
う
そ
ぶ
き
ま
し
た
が
、
１
９
０
日
を

超
え
た
今
、
法
廃
止
を
求
め
る
運
動
は

全
国
で
高
揚
し
て
い
ま
す
。
鶴
岡
で
も

３
月

日
に
集
会
・
デ
モ
行
進
、

日

19

29

に
も
座
り
込
み
集
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
私
は
両
方
で
「
夏
の
選
挙
で
勝

鶴
岡
市
消
防
団
（
伊
藤

俊
昭
団
長
）
は

日
、
第

27

回
日
本
消
防
協
会
定
例

68表
彰
で
「
表
彰
旗
」
を
授

与
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
グ

ラ
ン
ド
・
エ
ル
サ
ン
で
祝

賀
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
表
彰
旗
」
は
全
国
で

２
２
０
８
（
２
０
１
５
年

４
月
１
日
現
在
）
あ
る
消

防
団
の
中
か
ら
優
良

団
40

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

祝
賀
会
に
は
約
１
６
０

人
が
出
席
。
伊
藤
団
長
は

「
受
章
を
機
に
地
域
と
と

も
に
歩
む
消
防
団
を
目
指

す
」
と
あ
い
さ
つ
で
述
べ
、

纏
振
り
、
消
防
団
音
楽
隊

の
演
奏
で
祝
い
ま
し
た
。

市
民
文
教
常
任
委
員
の

加
藤
太
一
市
議
が
出
席
し

ま
し
た
。

問

市
長
は
、
２
０
１
４

年
９
月
議
会
の
総
括
質
問

の
市
長
答
弁
で
「
鶴
岡
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
不
誠
実

な
対
応
に
は
憤
り
を
感
じ

る
」
と
述
べ
、
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
に
つ
い
て
は
「
雇

用
創
出
事
業
に
よ
り
発
生

し
た
収
入
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
調
査
を
実
施
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
だ
け

で
、
そ
の
後
、
こ
の
問
題

に
対
す
る
公
式
な
言
及
は

さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
の

で
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長

私
自
身
じ
く
じ
た

る
思
い
。
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ

ン
の
社
長
と
も
し
っ
か
り

話
し
、
雇
用
改
善
と
思
い

誘
致
し
た
が
残
念
な
形
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
元
従

業
員
の
皆
様
に
は
申
し
訳

な
く
思
う
。

再
発
防
止
を
徹
底
し
適

切
な
執
行
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
題
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解
は

鶴岡コールセンターが入っていた第２１庄交
ビル（伊勢原町、３月３０日撮影）


